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立志式まであと７日

日本最古の歴史書｢古事記｣完成 712年

チーム東…生徒・家庭・教職員へ向けての校長通信 江戸幕府が｢生類憐れみの令｣ 1687年

高め合い､磨き合い､感動し合い､｢愛｣いっぱいの真岡東中に！ 南極に日本人初到達､大和雪原と命名1912年

真岡東中学校ＨＰでもご覧いただくことができます 春闘はじまる 1955年

27日(月)…小学６年生が元気に来校！

｢中学校入学説明会｣･｢部活動見学｣終わる
新たな春を迎える準備が着々と進行中です！

２７日(月)、真岡市内一斉に「中学校入学説明会」が行われました。本校でも曇天の寒

い中ではありましたが、入学予定の小学６年生が元気に来校し、真剣に説明を聴いていま

した。保護者の皆様、小学校の先生方も同席していただき、ありがとうございました。

授業参観 …新生徒会本部役員(１･２年生)がガイド役とし

て校舎内を案内し、授業参観をしました。保護者と小学校の

先生方も一緒に参観され、中学校の授業の雰囲気が少しは伝

わったかと思っています。授業参観をしていただくのがうれ

しいようで、笑顔がいっぱいの授業でした。

説明会 …全員が静粛に、よく聞いてくださいました。

校長あいさつでは、今年度の「校長室だより」に掲載した

生徒たちの活躍をプレゼンテーション･ソフトにまとめ､画像

とともに紹介しました。新生徒会本部役員はパワーポイント

を使ったプレゼンテーションで分かりやすく説明(学校生活

･ひがし野の誓い等)をしました。わずか１～２歳年上だけで

すが、とても堂々と

して頼もしく､お兄さん･お姉さんが優しく説明し

ている感じでした。

その後、小林厚也生徒指導主事から学校生活全

般について､滝田享子事務長から口座振替･集金等

について説明をしました。

部活動見学 …保護者とともに熱心に見学し、

中には少し活動する姿も見られました。また、

保護者が顧問に質問を

する場面もありました｡

寒い中ではありました

が、遅い時間まで見学

してくださり本当にありがとうございました。

１年生の成長 …１年生はちょうど１年前のことを思い出し

たことでしょう。私も１年前を振り返りました。あれから１年

が経過し…中学校で多くのことを学び、経験を重ね、見違える

ほど心も身体も大きく成長した１年生…これからさらに成長を

続けていくことを期待しています。今年の小学６年生も、１年

後は、さらに成長した姿を見せてくれることでしょう。

校長室だより



真岡市代表チームとして本校から３選手が出場！
２６日(日)に開催された「第61回県郡市町対

抗駅伝競走大会｣(県庁～栃木市総合運動公園往

復)で、真岡市チームに本校の生徒が選手として

出場し、チームのために最後まで頑張り、よく

力走しました。

出場選手は

・黒子蓮花さん(1-3)＝２区(3.25km)

・石川悠斗さん(2-1)＝４区(3.45km)

・鈴木咲良さん(2-2)＝９区(3.23km)

以上の３名です。走る区間は前日に知らされたそうで､心の準備も大変だったと思います｡

この大会は「夢ふる とちぎ路駅伝」とも称され、中学生から大人まで襷(ﾀｽｷ)をつな

いで自分のふるさとのために走ろうと、毎年、この時期に開催されているものです。本校

から３名も選手として出場するのは初めてのことであり、とても名誉なことです。まだ１

･２年生なので「来年度も真岡市のために走れるといいね」と声を掛けると「はい、頑張

ります」と力強く返してくれました。

来年度はさらに、「真岡市の優勝」、「自己ベスト更新」と記録を目指して練習に励んで

ほしいものです。期待しています。３名の選手の皆さん、本当にお疲れ様でした。

｢おはよう｣｢ありがとう｣｢笑顔｣…今日一日の始まりに…
朝…今日一日のスタートに 朝…我が家では「おは

よう」の声で一日が始まり､「行ってきます！」と言っ

て家を出ます。学校へ出勤すると職員室へ「おはよう」

のあいさつ、そして校門北側の横断歩道での交通指導

で生徒たちに「おはよう」とあいさつ。もちろん、大

きな声で元気よく！ これで私の一日が始まります。

一日の活力に 朝…君たちはどのようにして一日の

始まりを迎え、過ごしているでしょうか。まずは、「今

日も無事に朝を迎えた」ことに感謝したいものです。

そして「今日もこのひと言で始まり、今日という一日が決まる」という心持ちで元気に「お

はよう」と言えば、相手もそれに応えてくれ、気持ちは晴れ晴れとして、今日一日を過ご

すための活力がわいてくるものです。

感謝の心と笑顔と… 気持ちの良い一日を送る上で重要な

ことは、感謝の心ではないでしょうか。その心を表す「あり

がとう」の言葉を大切にしたいものです。まずは家族や友達

で実行してみてください。そして健康の源となる食事…その

前後には「いただきます」「ごちそうさま」と、そこに込め

られた感謝の心を言葉にしたいものです。

「ありがとう」のように感謝の心が飛び交う家庭・学校・

地域は、きっと笑顔に満ちていくことでしょう。同じ一日なら、笑顔いっぱいの一日が幸

せに違いありません。

私たちの人生は、心の持ち方に左右されることがあります。日々の出来事に対して、ど

んな心を働かせるか…これにより今日一日が決定し、その積み重ねが「人生」となるので

はないでしょうか。笑顔いっぱいの人生にしていきたいものです。


